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４. Ｂ２Ｄスキームについて 
 東工大では，本学の強みである「世界最高水準の研究」を通じた教育を最大限に活かした学修プログラム「B2Dスキ

ーム」を，学士課程(B)から博士後期課程(D)までの一貫プログラムとして2019年度に設置します。 

 「B2Dスキーム」では，学士課程2年生後期からの早期研究室体験を皮切りに，学生一人ひとりのキャリアを踏まえた

テーラーメイド型のカリキュラムを設定し，既存の枠を超えた，社会を牽引できる傑出したオンリーワンの博士を育む

ことを目指します。 

 「B2Dスキーム」を履修するための公募は，2020年度前期に，学士課程2年生（すなわち，2019年度新入生）を対象に

実施します。それ以降も，毎年，学士課程2年生を対象に公募を行う予定です。 

 なお，申請に際しては，成績等に一定の条件があります。また，「B2Dスキーム」に参加している系と参加していな

い系がありますので，ご留意ください。 

 詳細は，今後，順次公開します。 
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５. 四大学連合「複合領域コース」について 

平成13年3月，東京医科歯科大学，東京外国語大学，一橋大学，東京工業大学は，四大学連合憲章を締結し，その憲章に

基づき複合領域コースが設置されました。このコースの受講者は，本学で専門的な知識と技術を身に付けながら四大学連

合の大学で，新たな専門分野を学ぶことができ，コースが定める履修科目の所要単位を修得し合格した場合に，コース修

了が認定されます。 

このコースに所属できる資格は，系に所属する学生です。なお，出願は系所属前の学生も可能ですが，翌年度に系に所

属することが条件となります。 

受講の可否は，本学の複合領域コース担当教員による選考を経て決定されます。 

なお，出願手続期間，受講の可否等は掲示等で周知するので注意してください。（出願時期は9月下旬頃から11月下旬頃

までとし，受講の可否の発表は4月上旬。） 以下にコースを示しますが，本制度の詳細及びコースの概要については，四

大学連合複合領域コースのＨＰ（http://www.gakumu.titech.ac.jp/kyoumu/yondai/）や「四大学連合複合領域コース履修

案内」（別冊子：9月下旬に作成予定）を参照してください。 

 

(1) 4大学間コース 

① 海外協力コース（東京医科歯科大学，東京外国語大学，一橋大学，東京工業大学） 

 

(2) 3大学間コース 

② 総合生命科学コース（東京医科歯科大学，一橋大学，東京工業大学） 

③ 生活空間研究コース（東京医科歯科大学，一橋大学，東京工業大学） 

 

(3) 2大学間コース 

④ 科学技術と知的財産コース（一橋大学，東京工業大学） 

⑤ 技術と経営コース（一橋大学，東京工業大学） 

⑥ 文理総合コース（一橋大学，東京工業大学） 

⑦ 医用工学コース（東京医科歯科大学，東京工業大学） 

⑧ 国際テクニカルライティングコース（東京外国語大学，東京工業大学） 

注）⑨ 医療・介護・経済コース（東京医科歯科大学，一橋大学）・・・・注）本学の学生は受講できません。  
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